
ホロサイクル流と 葉層ホロサイクル流
松元　重則

Poincaré上半平面 Hの向きを保つ等長変換のなす群は、PSL(2,R)と同一視さ
れる。その元
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)
の右作用は商空間N = Γ \ PSL(2,R) （Γは PSL(2,R)の余コンパクト格子）上の
流れ gt, ht を定める。これを各々、測地流、ホロサイクル流という。点 x ∈ N の測
地流による軌道は様々であり、閉集合をなすもの、稠密なもの、あるいは、閉包が横
断的にカントール集合となるものなどがある。一方ホロサイクル流の軌道は均一であ
り、すべて稠密集合をなす [3]。
これらの流れを次のように一般化する。M を閉多様体、F をM 上の２次元葉層

構造、g を葉に沿う Riemann計量で曲率が −1であるものとする。このとき葉に沿

う単位接ベクトルのなす空間 M̂ には自然に群 ˜PSL(2,R)の局所自由な (右)作用が
定まり、したがってその部分作用として、葉層測地流 gt および葉層ホロサイクル流
ht が定義される。
本講演では、F の各葉は稠密であるとの仮定の下、葉層ホロサイクル流の性質を

論ずる。決定的なことをいうことは不可能で、もどかしい状況にあることを、主とし
て共同研究 [4]に基づき報告する。
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